
学校教育目標  「かしこく ゆたかで たくましい   子ども」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表の児童の発表を紹介します。 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【作品・自由研究、力作ぞろい！】 
 久しぶりに子供たちの元気な姿が戻ってき

た教室。そこには、冬休みの思い出を楽しそう

に話す子、丁寧に作り上げた作品を紹介する子、

興味のあることを研究テーマに掲げ調べた子

たちの笑顔の花がたくさん咲いていました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 令和３年新しい年が幕開けです。今年こ
そは、子供たちが思いっきり、様々な教育活
動に取り組めるよう願うばかりです。 
 １月１８日、３学期始業式。今年度の締め
くくりの３学期がスタートしました。始業
式の校長の話の中で、今年の干支、丑年にち
なみ、丑（牛）にまつわることわざを紹介し
ました。「牛の歩みも千里」とは、「努力を怠
らなければ成果が上がる」というたとえで
す。自身の目標に向かって、地道にコツコツ
と努力する、じっくりと取り組む１年にな
るよう、期待しています。 
 ３学期もご理解・ご協力をお願いします。 

雫石町立雫石小学校 校報 

創立１４６周年 

Ｒ３．１．２０ 

【児童会長 ６年 沼田 陵汰さん】                
 今日から３学期が始まりました。皆さんは、 
２４日間の冬休みをどのようにして過ごしました
か。ぼくは、新型コロナウイルスに気を付け、ス
ポーツやスキーを楽しみました。今、岩手県でも
４５０人以上の人々が新型コロナウイルスにかか
っています。今でも苦しんでいる人がいるので、
かからないように手洗い・うがい・消毒・マスクの
の他にできることを自分で考え、感染予防に取
り組んでいきましょう。 
 ３学期はまとめの時期です。１～５年生の皆さ
ん、次の学年になっても困らないように自分の
苦手なところを克服できるようにしましょう。６
年生は、次は中学校です。勉強の質が上がり、
量も多くなります。また、部活も始まります。そ
れで困らないように、自分で目標を立てて、３学
期のうちに達成できるようにしましょう。 



 

 グループ内での発表もありました。聞いている

子も、間近で作品や研究を見て、よさを見つけて

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

☆５・６年生の自由研究は、２/８～２/２１まで、中央 
 公民館野菊ホール（ロビー）に展示されます。 

 

《2 月の行事予定表》 

 

 

  

１ 月 安全点検 職員会議 ◯ 

２ 火  ◯ 

３ 水 
授業参観（１・３・５年） 
３・５年５時間授業 学校評議員会 

◯ 

４ 木  ◯ 

５ 金 
高学年スキー教室 
（４～６年下校１４：３０） 
全校弁当の日 

 

６ 土 週休日  

７ 日 週休日  

８ 月 委員会  ◯ 

９ 火  ◯ 

10 水 
低学年スキー教室 
（１～３年下校１４:３０） 
全校弁当の日 

 

11 木 建国記念の日  

12 金  ◯ 

13 土 週休日  

14 日 週休日  

15 月 
避難訓練 クラブ  
家庭学習強化週間（～１９日） 

◯ 

16 火 集金日 ◯ 

17 水 
全校朝会  
新入生保護者説明会 

◯ 

18 木 校内研 ◯ 

19 金  ◯ 

20 土 週休日  

21 日 週休日  

22 月 委員会 ◯ 

23 火 天皇誕生日  

24 水 期末清掃 ◯ 

25 木 ６年生を送る会 職員会議 ◯ 

26 金 
修卒認定会 ５時間授業 
期末清掃 

◯ 

27 土 週休日  

28 日 週休日  

スキー指導ボランティア
へのご協力、よろしくお願
いします。 

集中して取り組むことで、学
年の目標時間内にどれくらいの
内容ができるのか、確認するこ
とも大切ですね。 

 

新型コロナウイルス感染
症の予防のため、新入生の
体験活動は見合わせとしま
した。 

 

表面張力や猫の爪の秘密…。普段の生活から
「あれっ？」と思うことをテーマにしている子
も多くいました。身の回りの「？」に、これか
らも目を向けてほしいものですね。 


